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 　遺跡から出土する遺物のなかに瓦

があります。現代ではどこの家屋でも

見られる瓦ですが、昔と今ではその形

や使われる場所に違いがあったようで

す。今回はそんな瓦についての紹介を

したいと思います。

　私たちにとって瓦が葺かれた建物はごくありふれたものですが、昔はお寺や役所など特別な建物でのみ瓦が

使われていました。瓦葺き屋根は昔の人々の目にはさぞ物珍しく映っていたことでしょう。

　現代の家屋に葺かれている瓦は断面が波形をした「桟瓦」と呼ばれ

るものです。しかし、飛鳥時代（約 1,400 年前）に朝鮮半島から日本

に伝わったばかりの瓦は「本瓦」と呼ばれ、桟瓦とは異なる形状をし

ていました。丸瓦と平瓦という２種類の瓦を交互に重ね合わせて葺い

ており、とくに軒先に用いられる瓦には文様が描かれるなど装飾性豊

かなものであったことが知られています。

　現在調査している大桷遺跡から少し珍しい瓦が見つかりました。瓦の

表面に文字がスタンプされた「文字瓦」というものです（左写真）。文

字瓦とは、丸瓦や平瓦に地名や人名のほか、建物の名前などが記された

もので、地域の歴史を明らかにするための貴重な資料となります。出土

した瓦は小さな破片で、なんという文字かわかりませんが、今後の調査

で文字が判明すれば遺跡周辺の当時の地名や建物の名前がわかるかもし

れません。
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